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 外部操作機能付きワンキー・マウスの外部操作（１スイッチリモコン操作）機能に 

ついて説明します。 

 マウス機能については操作ガイドおよび CD-ROM内の取扱説明をご覧ください。 

 １スイッチリモコンの操作方法は１スイッチリモコンの説明書をご覧ください。 

 

 各部の名称と機能 

● 前面 

 

 
 ランプ スイッチジャック 

 
外部制御操作時に点灯します 操作スイッチを接続します 

マウス操作と外部制御操作両用です 

● 背面 

 

 

  USB コネクタ 外部制御ジャック 

 
 ＵＳＢコードを差し込み 

パソコンの USBポートに接続します 

１スイッチリモコンなどの 

外部操作機器に接続します 

● 付属品 

ミニプラグ付きコード 

 

 

外部制御ジャックと１スイッチリモコンなどのスイッチ入力ジャックの 

間をつなぎます 

 

 使い方  

外部操作機器として１スイッチリモコンを接続した場合の例 

1. マウスの操作は通常のワンキー・マウスと同じです。マウス操作中リモコンは動作しません。 

2. マウス操作中スイッチを一定時間（出荷設定約４．７秒）押したままにするとブザーが鳴り、ランプが

点灯して、リモコン操作に切りかわります。 

3. リモコン操作中はスイッチ操作がそのまま 1 スイッチリモコンに伝わります。操作方法は 1 スイッチ

リモコンを単体で使用するときと同じです。 

4. リモコン操作中マウスは動作しません。 

5. リモコン操作中スイッチを一定時間（出荷設定約４．７秒）押したままにするとブザーが鳴り、ランプ

が消えて緑に変わり、マウス操作に切りかわります。 

6. リモコン操作からマウス操作に戻るためのスイッチ操作のときに不要なリモコン操作が行われます。

これを避けるには、リモコンが「長押しあり」（出荷時設定）のときは１度短くスイッチをオンにした後

続けて長押ししてください（「・－」と押す）。 

「長押しなし」の場合は短く 10 回押した後長押ししてください。（学習リモコンの場合） 

7. パソコンの電源がオフの時はリモコン操作のみできます。（ランプ、ブザーは働きません） 
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 長押し時間の設定 

1. マウス操作とリモコン操作を切り換えるためのスイッチ長押し時間時間は、設定ソフトの「長／短 

切り分け時間」で設定した時間の何倍にするかを「左ボタンロック」の項目で選択します。 

2. 倍数は「左ボタンロック」の設定値が「１：なし」の時２５倍、「２：長」１５倍、「３：中」９倍（出荷設定）、

「４：短」６倍です。 

3. 設定ソフトの「長／短切り分け時間」の設定値が４（出荷時）の場合「左ボタンロック」の設定値に 

対応する時間は、「１：なし」１３秒、「２：長」７．８秒、「３：中」４．７秒（出荷設定）、「４：短」３．１秒 

です。 

4. 「長／短切り分け時間」と「左ボタンロック」の設定値ごとの設定時間は以下の通りです。［秒］ 

 

長／短切り分け時間 

左ボタンロック 

設定値 １ ２ ３ ４ 

設定値 時間［秒］ 倍数 ２５ １５ ９ ６ 

１ １．７４ ４３．５ ２６．１ １５．７ １０．４ 

２ １．１６ ２９．０ １７．４ １０．４ ７．０ 

３ ０．７８ １９．５ １１．７ ７．０ ４．７ 

４ ０．５２ １３．０ ７．８ ４．７ ３．１ 

５ ０．３４ ８．５ ５．１ ３．１ ２．０ 

６ ０．２２ ５．５ ３．３ ２．０ １．３ 

７ ０．１６ ４．０ ２．４ １．４ １．０ 

８ ０．１２ ３．０ １．８ １．１ ０．７ 

 

5. ケータイ打ち（左ボタン連続操作）機能を「あり」に設定すると、上の表より約２．４秒時間が長く  

なります。  （出荷時設定は「なし」） 

6. ケータイ打ち機能を「あり」に設定すると、コールが行われる前にいちど左クリック動作が行われ 

ます。 

7. ケータイ打ち機能を利用したいときは、スイッチを押し始めて２．４秒経ったらいちどスイッチを  

離してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


